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Ｚ５０ＪタイミングプレートＫＩＴ取扱説明書
０５－０１－０３１
（ＦＮＯ．Ｚ５０Ｊ－１３０００１７～１４２２２１３　リミテッド車両除く）

０５－０１－０７１
（ＦＮＯ．Ｚ５０Ｊ－１４２９１１６～１８０５９２７　リミテッド車両除く）

この度は、タケガワ製品をお買い上げ戴きまして有難うございます。此のタイミングプレートは点火時期を上死点前３０°（ＳＴＤ）より上死点前
３５°に点火タイミングを変更するＫＩＴです。点火タイミングを進める事によりエンジンのピックアップが向上し高回転時のパワーの落ち込みが
少なくなります。ご使用の際は此の取扱説明書をよくお読みになってご理解した上ご使用下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
燃料はハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。８５／８８ｃｃ専用（当社製ヘッドに限る）。
作業は特殊工具が必要になります。００－０１－０３フライホイールプーラー／００－０１－０５ローターホルダー／００－０１－００９タイミングラ
イトの使用をお勧めします。

注意 この表示を無視した取り扱いをすると人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的傷害の発生が想定される内容を示しています。

○作業を行う際は必ず冷間時（エンジン及びマフラーが冷えている時）に行って下さい。
　（火傷の原因となります。）
○作業を行う際はその作業に適した工具を用意して行って下さい。

　（部品の破損、ケガの原因となります。）
○規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。
　（ボルト及びナットの破損、脱落の原因となります。）
○製品及びフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、注意して行って下さい。
　（ケガの原因となります。）
○走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し、緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　（部品の脱落の原因となります。）

警告 この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡したり、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

○走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。
　（事故につながる恐れががあります。）
○作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。
　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
○エンジンを始動さす時は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所ではエンジンを始動させないで下さい。
　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
○エンジン回転中は、近くにガソリン等の危険物や燃えやすい物を絶対に置かないで下さい。
　（火災につながる恐れがあります。）

○点検、整備等を行った際は、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

☆ここに示した注意事項は、製品を正しくお使い戴き、貴方や他の人々への危険や損害を防止するためのものです。誤った取り扱いをすると生じること
　が想定される内容を示しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので必ずお守り下さい。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社はその賠償の責を一切負いません。

◎此の製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎クレームについては、商品の材料及び加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品のお買い上げ後１ヶ月以内を限度して、修理又は、交換さ
　せて戴きます。正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。
◎此の取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。
◎性能ＵＰ、デザイン変更、コストアップ等で商品及び価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
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～取 り 付 け 要 領～

警告　水平な場所で車両を安定さす事。　

注意　エンジン及びマフラーが冷えているのを確認する事。

○Ｌ．クランクケースカバーの３本のボルトを外し、Ｌ．クランクケースカ
　バーを取り外し、フライホイールを止めているナットを外しフライホイー
　ルプーラーを用いてフライホイールを外します。
○エンジンオイルを抜き取ります。
○ステーターを固定している皿ビス２本を外し、Ａ．Ｃジェネレーターのカ
　プラー及びニュートラルスイッチのコードを外し、ステーターをクランク
　ケースから抜き取ります。
○ＳＴＤステーターＡｓｓｙからステーターコイルＡｓｓｙ、コンタクトブ

　レーカーコンデンサーを取り外します。
○ＫＩＴのステータープレートにＳＴＤ同様にステーターコイルＡｓｓｙ、
　コンタクトブレーカー、コンデンサーを取り付けます。

注意：ステーターコイルＡｓｓｙ等のコードを挟み込んで取り付けない

　　　　様に注意する事。

☆〈ポイント交換時〉

○ポイントを新品と交換する場合は、コンタクトブレーカーの次線を外し、
　ブレーカープレートのビスを外し、コンタクトブレーカーのポイントを取
　り換える。
○ステータープレートのオイルシールリップ部にグリースを塗布し、ステー
　ターをクランクケースに皿ビス２本を用いて取り付けＡ．Ｃジェネレー

　ターのカプラー及びニュートラルスイッチのコードを接続します。

注意：ステータープレート固定ビス裏のＯリングがクランクケース側の

　　　　溝からずれない様にする事。

○フライホイールのＦマークから回転方向に５°の位置にマークを付けま す。
・１１２φフライホイール（スチール製）
　Ｆマークから４.９ｍｍ
・１１３φフライホイール（アルミ製）
　Ｆマークから４.９ｍｍ

注意：単位をまちがわない事。
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○エンジンオイルを入れ、エンジンを始動し、点火時期をタイミングライト
　で確認し調整します。
☆タイミングライトを用いてアイドリング時にクランクケース合わせマーク
　と、フライホイールに新しく付けたマークとが合っているかを確認します。

〈点火時期調整〉
〇調整ビスを緩め、ブレーカーベースプレートを動かして行う。

〈ポイント隙間の点検〉
〇点火時期を調整した後にクランクシャフトを回してポイントが一番開く位

　置に合わします。シックネースゲージでポイントの隙間を測定します。
 ポイント隙間：０.３～０.４ｍｍ
（規定値外はポイントを交換する。）
〇Ｌ．クランクケースカバーを取り付けます。

注意

〇スパークプラグは焼き具合により熱価を決定して下さい。

〇コンタクトブレーカー不良時は、交換して下さい。
〇当社規定エンジン以外の仕様は、使用しないで下さい。

指定仕様　（当社製品）
〇シリンダーヘッド　　　レギュラーヘッド
〇排気量　　　　　　　　８５／８８ｃｃ

○クランクシャフト、フライホイールのテーパー部を脱脂し、フライホイー

　ルを取り付け、規定トルクで締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝３.０～３.８ｋｇｆ－ｍ　（３０～３８Ｎ－ｍ）

〒584-0069
　大阪府富田林市錦織東３丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp


